
　

　 教師、または親が入り込むことのできないところにも、同輩だからこそできる援助があり、問題を解決していくことができる。

問題を抱えている生徒と同じ視点から援助が得られるということが大きな影響力を持つ。

また、相談相手や相手を励ましたり、支えたりすることができることも大きい。ピア・サポーター達は、ピア・サポーターになるために

研修を受け、実際にピア・サポーターとして活動することを通してコミュニケーションスキルを向上させ、自尊心や自己認識を高める。

3．内容：
・ピアサポーター指導 　・ピアサポーター研修会
・ピアサポート活動の説明 　・ピアサポート相談
・いじめ0宣言企画、運営 　・ピアサポート集会
・宣言の木掲示物作成 　・いじめ防止ワークショップ

・ピンクシャツバッチの発注、配布

　　　　　　　※生徒会オリエンテーションにて、生徒会長より、ピアサポート活動の説明を行う。

ピアサポートの定義

ピアサポートの意義

2．担当：ピアサポート担当、生徒会

・新入生オリエンテーションにてピアサポート活動の説明

・ピアサポーター募集
・ピアサポーター活動内容説明

1.目的：ピアサポート（仲間同士で助け合う）ことを学校全体に浸透させ、いじめ０の実行・宣言の伝統を受け継いでいく。

１０月

１２月

３．年間計画

４月

５月

７月

６月 ・ピアサポーター活動開始

・ピアサポーター研修（生徒対象）

生徒同士の相談相手や、相手を支えたり励ましたりする仲間を生徒の中で作る取り組み。

　　      令和５年度　青柳中学校ピアサポート活動について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年４月

・来年度のピアサポート活動について

・ピアサポーター研修（生徒対象）
・いじめ撲滅サミット参加、活動報告

・いじめ0宣言、宣言の木作成
・ピアサポート集会

・ピアサポーター活動報告、情報交換
・ピンクシャツバッチの配布

・いじめ防止ワークショップ（１１月17日）
　講師：飯田亮瑠さん（ダイビーノン代表）

・ピアサポート集会

・ピアサポーター今年度の反省
・次年度への改善
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